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雲仙普賢岳は 1990 年 11 月 17 日に噴火を開始，その後，1991 年 5 月から 1995 年 2 月まで，デイサイト質溶岩

ドームを成長させた．このドーム形成過程では，火口直下で大量の地震が発生したが，全期間を通じての地震活動

の実態は未だ十分には解明されていない．本研究では，このドーム形成期の地震活動を，発生回数推移，波形の分

類，相似地震の発生状況から調べた．解析には，ドームの出現した地獄跡火口から南南西約 500ｍの FG３および，

その移設先である FG4 観測点（同約 700m）のデータを用いた． 

日別地震回数図をもとに，地震の発生形態の違いを，（Ⅰ）1991 年 5 月～10 月，（Ⅱ）1991 年 11 月～1993 年 1

月，（Ⅲ）1993 年 2 月～8月，（Ⅳ）1993 年 9 月～1994 年 8 月，の４つの期間に分けて比較した．このうち，Ⅰと

Ⅲは外成的成長の活発な期間，ⅡとⅣは内成的成長の顕著な期間である．山科(1996）による日別溶岩噴出量グラ

フとの比較では，ⅠとⅢは噴出量が相対的に高いレベルで横ばいに推移したのに対し，Ⅱでは減少傾向，Ⅳのうち

1994 年春以降では噴出量がかなり低下した状態になっている．外成的成長では，新ローブの出現前後に地震が多

発するもののローブ成長中はそれが著しく減少し，一方内成的成長期には地震活動は定常化したことが知られてい

る．今回の結果は概ねこの観測事実を裏付けたものになっているが，外成的成長期であっても，新ローブ出現とは

別に地震回数が一時的に増加した時期も複数認められた． 

雲仙岳の火口直下で発生した地震は，これまで，卓越周波数 1～5Hz の低周波（LF）地震と 5～10Hz の高周波（HF）

地震に分類されてきた．本研究では試みに，1～4Hz を LF 地震，4～7Hz を MF 地震，7～10Hz を HF 地震として，ス

ペクトル解析により波形を分類した．得られた結果をみると，概略的には，1991 年 5 月（HF），1991 年 6 月～1993

年 8 月（LF），1993 年 9 月～10 月（MF），1993 年 11 月～1995 年 2 月（HF）の発生が特徴的であった．この波形タ

イプの違いのうち，ⅡとⅣの期間の比較では，Ⅱがほとんど LF 地震であったのに対し，Ⅳでは HF 地震が多くなっ

ていた． 

各地震について，前後 24 時間以内に発生した地震それぞれとの相関係数を求め，その値が 0.6 以上であった地

震の数をプロットした図を作成した．計算区間は，初動 0.5 秒前から 5.5 秒間である．非常にたくさんのピークが

みられ，おのおの相似地震群または時間とともに波形がわずかずつ変化する地震系列（地震グループ）（馬越・他，

2002）の出現を示している．これらの地震グループの波形は，HF 地震，MF 地震，LF 地震いずれもの場合もあるが，

HF地震が多発した時期にはグループが多数同時に出現していることが多く，対してLF地震活動が活発な時期には，

地震数が多い割には少数のグループしか出現していないという特徴がみられた． 

 


